






要約:62 年の出生児 403 例中 9 例の異常児が認められた。2.3%と頻度が高く超音波断層法

等による出生前診断の発達によるものと思われた。異常児の内訳は,中枢神経系 2例,合併

奇形 2例,泌尿器系 2例，循環器系 2例,消化器系 1例であった。出生前診断が特に有用と

思われた 2例につき詳細に報告しました他の 7例につき出生前診断と出生後診断の比較を

おこなった。 


